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当社（東京都千代田区外神田４丁目１４番１号 資本金：３６４億円 社長：山田 政雄）子会社のＤＯＷＡエ

レクトロニクス㈱（ 同所 資本金：１０億円 社長：大塚 晃）は、現在市販されている紫外ＬＥＤよりもさらに波長

の短い深紫外ＬＥＤの実用化に成功し、市場開拓に向けサンプルの提供を開始いたしました。 

 

深紫外ＬＥＤは樹脂硬化、接着、乾燥、治療、各種分析、光触媒、水浄化および殺菌など幅広い用途での

使用が期待されており、世界各国の企業から注目を集めています。従来の水銀光源をＬＥＤ化することにより、

波長の多様化、水銀フリー化、長寿命化などが期待されます。現時点では深紫外LEDの量産能力のあるサ

プライヤーが不在のため市場は未成熟ですが、供給体制が整えば、将来的に数百億円規模の市場の創出

が見込まれます。 

 

深紫外ＬＥＤは窒化物半導体の一種で、製造が非常に困難なため、量産に成功したメーカーはこれまで

ありませんでしたが、今回、ＤＯＷＡエレクトロニクス㈱は波長が３００～３５０ｎｍの深紫外ＬＥＤチップの実用

化に成功しました。同社が有するＡｌＮテンプレート（サファイア基板上に成長する高品質ＡｌＮ膜）と米国パロ

アルト・リサーチ・センター（ＰＡＲＣ）社および独立行政法人理化学研究所から導入した紫外ＬＥＤエピ成長

技術を組み合わせ、応用することにより、この波長帯で世界最高水準の出力をもつＬＥＤを実現しています。

サンプルの提供を開始したＬＥＤは、３２０～３５０ｎｍの波長範囲の場合、投入電流２０ｍＡ時に１．４ｍＷの光

出力を有しています。試作・量産化は製造子会社であるＤＯＷＡセミコンダクター秋田㈱にて行い、今後さら

なる高出力化を図るとともに、より短波長の深紫外ＬＥＤチップの開発にも取り組んでまいります。 

 

ＤＯＷＡエレクトロニクス㈱はＧａＡｓ系製品を豊富に有し、赤色・赤外領域で２０年以上のＬＥＤビジネスの

経験を持ちます。さらに近年、窒化物半導体のラインナップを急ピッチで強化しており、第一弾として窒化物

系電子デバイス（ＨＥＭＴ）エピを次世代携帯電話基地局向けなどの高周波用途、パワー半導体向けに販売

を開始しています。深紫外ＬＥＤチップは窒化物系製品の第二弾で、これにより半導体事業の基盤をさらに

強固なものにすることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

深紫外ＬＥＤチップ 

(ごくわずかな可視光があるため、青白色に発光しています)  
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世界最高水準出力の深紫外ＬＥＤチップの実用化に成功、量産化へ

を開発 

ＰＡＲＣ社の概要： 

社名 ：Palo Alto Research Center Inc. 

代表者：代表取締役社長 Mark Bernstein 

資本 ：米国Xerox社100％子会社 

所在地：米国カリフォルニア州パロアルト 

従業員：約230名 

独立行政法人理化学研究所の概要： 

・1917年に財団法人として設立された90

年以上の歴史を持つ研究所 

・現在は文科省所管の独立行政法人で日本

唯一の自然科学の総合研究所 

http://www.dowa.co.jp/

